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表紙写真について主な内容

● 若杉クラブ行事紹介
（粕屋地区高齢者安全運転競技会）   ２
（第1 回高齢者学級）   ３～４
（郡シ連GG 大会予選会）   ４～５
（新旧役員研修旅行）   ５～７

● 地区クラブ紹介（西原若草会Ｂ）   ８
● クラブ活動紹介（パソコン教室）   ８～９
● 会員のひろば （須恵福寿会）   ９～１０
● 医療施設等紹介

（まつお内科クリニック）   １０
● 九十路に生きる   １１
● 会員訃報   １１
● 編集後記   １２
● スナップでみる活動   １２

頁

鳥　名：セッカ

撮影地：大分県九重町

ウグイスの仲間で、大きさはメジロくら

いの小さな鳥です。普段は草原に棲んでい

る鳥ですが、稲穂が実る時期になると田ん

ぼの上空を飛んでいるところを見かけるこ

とがあります。

写真の鳥は九重の飯田高原そばにある水

田公園でハナショウブが満開のころ、運よ

く花にとまってくれたところを撮影したも

のです。　　　　　 （写真・文：上杉和稔）

第２８６号
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5
月
8
日
以
降
、
春
の
行
楽
地
や
街

中
が
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
く
中
、

若
杉
ク
ラ
ブ
で
は
、
各
種
研
修
会
の
参

加
や
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
つ
く
り

の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ

ラ
ム
で
は
、
4
月
5
日
の
定
期
総
会
以

降
の
事
業
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
4
月
16
日
（
日
）
の

春
期
歩
こ
う
会
は
悪
天
候
の
た
め
に
中

止
し
ま
し
た
。
開
催
を
心
待
ち
に
し
て

お
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
残
念
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
因
み
に
昨
年
の
参
加
者
は
約

180
人
で
し
た
。

新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

原
野　

武
広

　

5
月
16
日
（
火
）、「
粕
屋
地
区
シ
ル

バ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
（
高
齢
者
安
全
運
転
競
技

会
）」
が
、
粕
屋
地
区
の
63
名
が
参
加

し
て
「
ア
イ
ル
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
博

多
の
森
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
若
杉
ク

ラ
ブ
出
場
当
番
の
新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

は
、

蔵
田
勇
機
（
81
才
、
運
転
歴
60
年
間
）、

北
山
貞
雄
（
79
才
、
運
転
歴
53
年
間
）、

原
野
武
広
（
78
才
、
運
転
歴
66
年
間
）、

駒
山
悦
章
（
75
才
、
運
転
歴
50
年
間
）

の
4
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

（
写
真
左
か
ら
出
場
し
た
、
原
野
、
駒
山
、

蔵
田
、
北
山
さ
ん
で
す
）

　　

開
会
式
で
は
、
粕
屋
警
察
署
交
通
管

理
官
、
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協
会
会
長
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
に
参
加

ア
イ
ル
自
動
車
学
校
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

「
高
齢
者
の
事
故
の
大
半
が
交
差
点
で

の
安
全
確
認
ミ
ス
が
原
因
で
あ
る
。
交

差
点
で
の
安
全
確
認
を
励
行
す
る
」
こ

と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
講

習
説
明
と
職
員
の
紹
介
が
あ
り
、
早
速

講
習
開
始
で
す
。

　

最
初
は
〇
×
式
の
学
科
講
習
で
す
。

テ
ス
ト
が
終
わ
る
と
、
次
は
、
乗
車
走

行
講
習
で
す
。
安
全
確
認
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
、坂
道
停
車
と
発
進
、ス
ラ
ロ
ー

ム
、
車
庫
入
れ
、
踏
切
で
の
一
旦
停
止

安
全
確
認
、
35
キ
ロ
走
行
、
カ
ー
ブ
で

の
鉄
板
踏
み
、
左
折
時
の
巻
き
込
み
注

意
等
々
。

　

ま
た
、
試
験
の
合
間
に
は
ゴ
ー
グ
ル

を
装
着
し
て
の
Ｖ
Ｒ
仮
想
現
実
に
よ
る

飲
酒
運
転
の
体
験
が
あ
り
ま
し
た
が
、

飲
酒
運
転
が
い
か
に
危
険
な
犯
罪
行
為

で
あ
る
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
車
運
転
も
あ

り
貴
重
な
体
験
も
し
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
は
、
学
科
講
習
と
乗
車

講
習
の
最
優
秀
者
の
発
表
が
あ
り
、
そ

の
あ
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
高
齢
者
の
運
転
ミ
ス
が
原
因
の

死
亡
事
故
が
増
加
し
て
お
り
、
五
月
よ

り
道
路
交
通
法
の
改
正
で
、
過
去
三
年

間
に
違
反
歴
の
あ
る
75
歳
以
上
の
人
は
、

高
齢
者
講
習
と
認
知
機
能
検
査
に
加
え

運
転
技
能
検
査
（
実
車
試
験
）
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

　

若
杉
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
！
高
齢
者
の

私
達
が
安
全
運
転
マ
ナ
ー
の
模
範
を
示

し
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
へ
向
け
元
気
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。「
安
全
確
認
よ
し
！
」

（
写
真
左
は
、
シ
ニ
ア
用
電
動
カ
ー
ト

に
試
乗
す
る
私
と
、
見
物
す
る
駒
山
、

北
山
、
武
田
さ
ん
で
す
。）

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介
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教
養
部
会
長　

中
嶋　

三
記
夫

　

5
月
17
日
（
水
）、
10
時
よ
り
ア
ザ

レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
の
大
ホ
ー
ル
で
会
員

183
名
が
出
席
し
、
高
齢
者
学
級
開
講
式

並
び
に
第
1
回
高
齢
者
学
級
を
開
催
し

ま
し
た
。
高
齢
者
学
級
に
先
立
ち
、
令

和
5
年
度
高
齢
者
学
級
開
講
式
を
行
い
、

合
屋
会
長
が
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

■
式
辞

　

若
杉
ク
ラ
ブ
の
高
齢
者
学
級
は
「
会

員
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
な
る
学
習
機

会
を
提
供
す
る
と
共
に
、
学
習
の
成
果

や
豊
富
な
経
験
を
地
域
に
活
か
す
き
っ

か
け
と
す
る
」
と
い
う
先
輩
諸
氏
の
思

い
を
引
き
継
い
で
い
る
講
座
で
す
。

　

昨
年
度
の
高
齢
者
学
級
に
は
延
べ
700

人
程
の
皆
さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
学
習
意
欲
の
高
さ
に
は
感
服

す
る
次
第
で
す
。
今
年
度
の
第
1
回
高

齢
者
学
級
は
、
町
長
の
お
話
を
聞
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
先
輩
諸

氏
の
思
い
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
第
2
回
は
社
会
的
問
題
に
な
っ

て
い
る
「
ニ
セ
電
話
詐
欺
根
絶
に
向
け

て
」
を
、
第
3
回
は
健
康
づ
く
り
の

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
」
を
学
習

す
る
予
定
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
一
万
円
札
に
描
か
れ

て
い
る
有
名
な
実
業
家
の
渋
沢
栄
一
翁

に
は
「
40
才
、
50
才
は
洟
（
は
な
）
た

れ
小
僧
、
60
才
、
70
才
は
働
き
盛
り
、

90
才
に
な
っ
て
迎
え
が
来
た
ら
、
100
才

ま
で
待
て
と
追
い
返
せ
」
と
い
う
名
言

が
あ
り
ま
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
と
言
わ

れ
る
こ
れ
か
ら
は
、
渋
沢
栄
一
翁
の
名

言
を
肝
に
銘
じ
、
大
い
に
学
習
し
、
い

き
い
き
と
行
動
し
た
い
も
の
で
す
。

■
第
1
回
高
齢
者
学
級
講
演
の
概
要

　

平
松
須
恵
町
長
の
講
演
は
、
演
題
の

「
続
編
政
治
に
つ
い
て
」
熱
弁
を
ふ
る

わ
れ
ま
し
た
。

（
講
演
の
要
約
そ
の
一
）

　

平
松
町
長
は
、
町
長
就
任
以
来
「
今

後
、
町
の
財
政
を
ど
う
し
て
い
く
の

か
」
に
ひ
た
す
ら
努
力
を
し
て
き
た
と

語
ら
れ
ま
し
た
。
須
恵
町
の
高
齢
者
対

策
、
子
育
て
等
々
の
財
源
確
保
の
難
し

さ
を
わ
か
り
易
く
話
さ
れ
、
私
も
よ

く
理
解
で
き
ま
し
た
。
財
源
確
保
に

は
「
事
業
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と

の
話
し
で
は
、
ス
エ
ノ
バ
を
創
り
始
動

し
た
時
に
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
。
事
業
が
で

き
な
く
な
っ
た
が
「
稼
ぐ
力
」
は
必

ず
い
る
と
の
信
念
の
も
と
、
そ
の
年

の
『
ふ
る
さ
と
納
税
』
へ
参
画
し
よ
う

と
、
副
町
長
を
ト
ッ
プ
に
事
業
を
展
開
、

七
億
五
千
万
円
の
純
利
益
を
上
げ
た
と

の
話
し
に
は
大
い
に
感
動
し
ま
し
た
。

（
講
演
の
要
約
そ
の
二
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
国
の
補
助
金
を
使
う
に

あ
た
っ
て
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う

に
は
、
商
品
券
が
適
当
で
あ
る
と
い
う

考
え
で
、
65
才
以
上
の
人
た
ち
に
五
千

円
、
さ
ら
に
七
千
円
商
品
券
を
配
布
し

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
講
演
の
要
約
そ
の
三
）

　

財
源
確
保
の
事
業
は
、
北
海
道
夕
張

市
の
観
光
事
業
失
敗
を
例
に
あ
げ
、
観

光
事
業
は
は
や
り
す
た
り
が
あ
る
の
で

手
を
だ
す
べ
き
で
は
な
い
、
さ
ら
に
、

い
ず
れ
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
（
ふ
る

さ
と
納
税
）
は
す
た
れ
て
い
く
の
で
、

な
く
な
る
ま
で
コ
ツ
コ
ツ
貯
え
て
い
き

た
い
と
、
持
論
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
四
十
一
億
円
の
貯
金
が
で
き
た
が
、

今
の
人
た
ち
に
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か

ら
の
人
た
ち
の
た
め
に
も
使
っ
て
い
く

こ
と
。
私
の
仕
事
は
『
つ
な
ぐ
』
で
す

と
の
言
葉
に
は
、
深
く
共
感
し
ま
し
た
。

（
次
頁
へ
続
く
）

第一回
高
齢
者
学
級
開
催

式辞を述べる若杉クラブ合屋会長

熱弁をふるわれる平松須恵町長
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（
講
演
の
要
約
そ
の
四
）

　

町
長
と
し
て
、
県
会
議
員
、
国
会
議

員
な
ど
と
の
つ
が
な
り
を
大
切
に
し
、

そ
の
中
で
「
須
恵
町
の
利
益
や
、
発
展

の
た
め
な
ら
な
ん
で
も
や
る
」
と
の
決

意
の
も
と
、
全
力
で
突
っ
走
り
、
現
実

に
結
果
を
出
し
て
こ
ら
れ
た
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
次
の
世
代
に
も
っ
と
、

政
治
と
須
恵
町
に
目
を
向
け
て
も
ら
い

た
い
と
の
願
望
と
と
も
に
、
平
松
町
長

自
身
、
次
世
代
も
楽
し
め
る
町
づ
く
り

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
語
ら

れ
、
約
60
分
間
の
話
し
を
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。
平
松
町
長
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
と
思
っ
た
講
演
で
し
た
。

若
杉
ク
ラ
ブ
副
会
長

川
上　

正
俊

　

そ
も
そ
も
、
Ｇ
Ｇ
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
）
は
、
約
40
年
前
、
鳥
取
県
の
あ

る
村
の
教
育
委
員
会
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

推
進
事
業
の
位
置
づ
け
で
考
案
さ
れ
た

も
の
で
、
現
在
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
幅
広
く
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ル
フ
と
同
様
に
、

打
数
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
「
ク
ラ
ブ
」

「
ボ
ー
ル
」「
ス
タ
ー
ト
マ
ッ
ト
」「
ホ
ー

ル
ポ
ス
ト
」
を
用
意
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
広
場
で
手
軽
に
競
技
で
き
る
も
の
で

す
。
現
在
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛

好
者
は
全
国
で
三
百
六
十
万
人
も
お
ら

れ
る
そ
う
で
す
。

　

さ
ぁ
、
我
が
町
の
郡
シ
連
Ｇ
Ｇ
大
会

予
選
会
は
、
5
月
22
日
（
月
）、
健
康

広
場
で
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
ま
ず
の
天

候
に
恵
ま
れ
て
、
当
初
88
名
の
エ
ン
ト

リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
が
、
79
名
で
の
競

技
会
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
一
チ
ー
ム

の
人
員
構
成
を
男
女
ほ
ぼ
均
等
に
と
い

う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
の
で
要
望
通
り

の
組
合
せ
と
し
ま
し
た
。

　

午
前
7
時
よ
り
、
山
口
晋
一
部
長
を

中
心
と
し
た
若
杉
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
部
の
皆
さ
ん
、
健
康
推
進
部
会
員

皆
さ
ん
が
16
ホ
ー
ル
の
特
設
コ
ー
ス
を

作
っ
た
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
競
技
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
若
杉
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部

の
皆
さ
ん
に
は
成
績
表
の
集
計
ま
で
し

て
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
た
い
し
た
事
故
も
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
終
了
で
き
た
の
は
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
物
だ
と
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
ケ
ー

ブ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
福
岡
の
取
材
が
あ

り
、
皆
さ
ん
の
奮
闘
ぶ
り
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
等
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
は
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。

■
予
選
会
成
績
（
上
位
二
十
位
）

　

数
字
は
総
打
数
、
総
打
数
が
同
じ
の

場
合
は
2
打
数
が
多
い
方
が
上
位
、
同

数
の
場
合
は
年
齢
が
上
の
方
が
上
位
で

す
。（　

）
は
分
館
名
で
す

優　

勝　

合
屋　

吉
広　

79（
一
番
田
）

準
優
勝　

川
端
恵
美
子　

80（
甲
植
木
）

三　

位　

梅
月
昭
太
郎　

81（
新　

原
）

四　

位　

添
田　

泰
子　

81（
須　

恵
）

五　

位　

槙　
　

紘
之　

82（
乙
植
木
）

六　

位　

大
林　

清
一　

82（
新　

原
）

七　

位　

村
山　

好
江　

83（
上
須
恵
）

八　

位　

勝
田　

和
昭　

83（
新　

原
）

九　

位　

蔵
座
美
千
代　

84（
上
須
恵
）

十　

位　

山
口　

晋
一　

85（
須　

恵
）

十
一
位　

中
野　

清
二　

85（
上
須
恵
）

（
次
頁
に
続
く
）

郡
シ
連
Ｇ
Ｇ
大
会
予
選
会

粕屋郡須恵町大字旅石５８－３
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十
二
位　

横
山　

明
美　

86（
佐　

谷
）

十
三
位　

広
瀬　

勝
利　

86（
新　

原
）

十
四
位　

藤
木　

正
利　

86（
乙
植
木
）

十
五
位　

谷
口　
　

巌　

87（
城　

山
）

十
六
位　

迫
屋　
　

銀　

87（
甲
植
木
）

十
七
位　

堀
内　

節
生　

87（
一
番
田
）

十
八
位　

今
村　

友
房　

87（
大
島
原
）

十
九
位　

塩
屋　

典
男　

88（
昭　

穂
）

二
十
位　

藤　
　

絹
枝　

88（
旅　

石
）

（
写
真
中
央
が
優
勝
し
た
合
屋
吉
広
さ

ん
、
右
が
準
優
勝
の
川
端
恵
美
子
さ
ん
、

左
が
三
位
の
梅
月
昭
太
郎
さ
ん
）

　

な
お
、
六
位
大
林
清
一
さ
ん
、
十
二

位
横
山
明
美
さ
ん
が
郡
シ
連
大
会
出
場

を
辞
退
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
十
六
位
迫

屋
銀
さ
ん
、
十
七
位
堀
内
節
生
さ
ん
が

代
わ
り
に
出
場
さ
れ
ま
す
。
選
手
皆
さ

ん
の
奮
戦
を
期
待
し
ま
す
。

～
鵜
戸
神
宮
と
飫
肥
城
址
を
巡
る
～

研
修
部
会
長　

駒
山　

悦
章

　

令
和
5
年
度
新
旧
役
員
研
修
は
5
月

25
日
（
木
）
か
ら
26
日
（
金
）
に
か
け

て
、
宮
崎
県
日
南
地
方
を
巡
る
旅
行
を

実
施
。
一
日
目
、
二
日
目
と
も
好
天
気

に
恵
ま
れ
、
一
行
32
名
は
有
意
義
な
研

修
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
は
、
九
州
道
か
ら

宮
崎
道
、
こ
の
3
月
に
開
通
し
た
東
九

州
道
の
清
武
南
～
日
南
北
郷
を
駆
け
抜

け
る
往
復
約
700
ｋ
ｍ
の
長
丁
場
で
し
た

が
、
熊
本
県
と
宮
崎
県
に
跨
る
九
州
山

地
を
走
破
す
る
こ
と
で
九
州
山
地
自
動

車
道
の
ト
ン
ネ
ル
の
知
識
も
習
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
九
州
道
、
宮
崎
道
ト
ン
ネ
ル
走
破
の

豆
知
識
と
車
窓
越
し
の
景
色

　

午
前
9
時
に
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

を
大
型
観
光
バ
ス
で
出
発
。
一
路
人
吉

Ｉ
Ｃ
に
向
か
い
ま
し
た
。
八
代
Ｉ
Ｃ
か

ら
人
吉
Ｉ
Ｃ
ま
で
は
、
九
州
山
地
を
通

る
た
め
、
長
さ
6
㎞
を
超
え
る
肥
後
ト

ン
ネ
ル
を
含
め
23
も
の
ト
ン
ネ
ル
が
連

続
。
車
窓
か
ら
垣
間
み
る
球
磨
川
の

滔
々
（
と
う
と
う
）
と
し
た
流
れ
と
美

し
い
緑
の
渓
谷
に
気
持
ち
が
和
み
、
連

続
し
た
ト
ン
ネ
ル
を
か
け
抜
け
る
バ
ス

の
旅
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

人
吉
で
少
し
遅
め
の
昼
食
を
済
ま
せ

（
次
頁
に
続
く
）

新
旧
役
員
研
修
旅
行

車窓から見え隠れした

球磨川の滔々とした流れ

九州道最大の鬼門である

肥後トンネルの入口
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た
後
、
バ
ス
は
九
州
道
え
び
の
Ｊ
Ｃ
Ｔ

か
ら
宮
崎
道
に
入
り
熊
本
県
と
宮
崎
県

に
あ
る
加
久
藤
（
か
く
と
う
）
ト
ン
ネ

ル
（
全
長
6.2
ｋ
ｍ
）
を
通
り
ま
し
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
韓
国
岳
を

含
む
霧
島
連
山
の
絶
景
を
車
窓
か
ら
観

る
こ
と
が
で
き
ま
ま
し
た
。

　

因
み
に
日
本
の
高
速
道
の
ト
ン
ネ
ル

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
8
位
が
肥
後
ト
ン

ネ
ル
（
熊
本
県
八
代
市
か
ら
同
県
球
磨

郡
）、
9
位
が
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
（
熊

本
県
人
吉
～
宮
崎
県
え
び
の
市
）
で
す
。

■
伝
説
の
鵜
戸
神
宮
を
参
拝

　

１
．
鵜
戸
神
宮
の
由
来

　

鵜
戸
神
宮
の
創
祀
は
第
十
代
崇
神
天

皇
の
御
世
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
延
暦
元
年
（
782
）
に
天
台
宗
の
僧
・

光
喜
坊
快
久
が
勅
命
に
よ
り
社
殿
を
整

備
し
寺
院
を
建
立
、「
鵜
戸
山
大
権
現

吾
平
山
仁
王
護
国
寺
（
う
ど
さ
ん
だ
い

ご
ん
げ
ん
あ
び
ら
さ
ん
に
ん
の
う
ご
こ

く
じ
）」
の
勅
額
を
賜
り
ま
し
た
。　

　

当
時
は
、
神
道
と
仏
教
が
結
び
つ
い

た
神
仏
習
合
と
い
う
思
想
が
一
般
的
で
、

神
社
で
読
経
を
行
っ
た
り
、
寺
院
の
僧

侶
が
神
社
を
管
理
し
て
い
ま
し
た
。

　

鵜
戸
神
宮
も
神
仏
習
合
の
神
社
で
、

の
ち
に
真
言
宗
に
改
宗
し「
西
の
高
野
」

と
讃
え
ら
れ
て
盛
観
を
極
め
ま
し
た
。

　

明
治
の
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
仏
教
色

が
廃
さ
れ
て
鵜
戸
神
社
と
な
り
、
そ
の

後
、
官
幣
大
社
鵜
戸
神
宮
に
昇
格
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
で
も
日
本
民
族
の
祖
神

誕
生
の
聖
地
と
し
て
多
く
の
参
拝
者
で

賑
っ
て
い
ま
す
。

２
．
海
幸
山
幸
の
伝
説
（
神
話
）

　

昔
々
、
わ
が
国
の
祖
神
・
天
照
大
御

神
の
曾
孫
に
あ
た
る
海
幸
彦
・
山
幸
彦

の
兄
弟
が
い
ま
し
た
。
あ
る
時
山
幸
彦

は
兄
の
海
幸
彦
の
代
わ
り
に
海
で
暮
ら

す
こ
と
に
な
り
、
海
神
の
娘
で
あ
る
豊

玉
姫
命
（
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
）
と
結
ば
れ

ま
す
。
や
が
て
豊
玉
姫
命
は
身
篭
り
、

山
幸
彦
を
追
っ
て
日
南
海
岸
の
ウ
ド
の

地
を
選
び
産
屋
を
建
て
ま
し
た
。
し
か

し
、
屋
根
を
鵜
の
羽
で
葺
き
終
わ
ら
な

い
う
ち
に
お
生
ま
れ
に
な
ら
れ
た
の
で
、

御
子
は
、
日
子
波
瀲
武
鸕
草
葺
不
合
尊

（
ひ
こ
な
ぎ
さ
た
け
う
が
や
ふ
き
あ
え

ず
の
み
こ
と
）
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
伝
説
の
地
に
建
っ
て
い
る
の
が
鵜

戸
神
宮
で
、
海
に
向
か
っ
た
洞
窟
の
中

に
あ
り
、
昔
か
ら
縁
結
び
や
子
授
け
、

安
産
な
ど
の
御
利
益
で
人
々
の
信
仰
を

集
め
て
き
ま
し
た
。

　

参
拝
で
は
、
楼
門
を
抜
け
る
と
、
右

に
左
に
と
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
が
続
き
、

二
つ
の
太
鼓
橋
の
先
の
延
々
と
続
く
階

段
を
下
り
て
お
参
り
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
感
想
は
「
疲
れ
ま
し
た
！
」
の
ひ

と
言
で
し
た
（
笑
い
）。

■
モ
ア
イ
像
見
学（
サ
ン
メ
ッ
セ
日
南
）

　

モ
ア
イ
広
場
に
は
、
世
界
で
唯
一
、

南
米
チ
リ
の
イ
ー
ス
タ
ー
島
（
約
1000
体

の
モ
ア
イ
像
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
太
平

洋
に
浮
か
ぶ
島
）
か
ら
正
式
に
許
可
さ

れ
た
7
体
の
モ
ア
イ
像
「
ア
フ
・
ア
キ

ビ
」
が
海
沿
い
に
建
っ
て
い
ま
し
た
。

モ
ア
イ
像
は
向
か
っ
て
左
か
ら
、
仕
事

（
次
頁
に
続
く
）

洞窟に鎮座する鵜戸神宮本殿
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運
、
健
康
運
、
恋
愛
運
、
全
体
運
、
結

婚
運
、
金
運
、
学
力
運
と
な
っ
て
い
て
、

モ
ア
イ
像
に
タ
ッ
チ
す
る
と
願
い
が
叶

う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
青
島
温
泉
宿
泊

　

宿
泊
し
た
「
ホ
テ
ル
青
島
サ
ン
ク

マ
ー
ル
」
は
太
平
洋
と
青
島
が
一
望
で

き
る
岬
に
建
つ
ホ
テ
ル
。
目
の
前
に
青

島
の
名
勝
と
し
て
知
ら
れ
る
波
状
岩
の

「
鬼
の
洗
濯
板
」
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
疲
れ
癒
す
効
能
の
あ
る
温
泉

に
つ
か
っ
た
後
に
懇
親
会
を
開
催
。

　

コ
ロ
ナ
5
類
移
行
も
あ
り
、
久
し
振

に
カ
ラ
オ
ケ
と
余
興
三
昧
の
楽
し
い
懇

親
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
副
町
長

を
は
じ
め
町
当
局
幹
部
の
方
々
に
も
ご

出
席
い
た
だ
き
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

■
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
見
学（
道
の
駅
南
郷
）

　

二
日
目
の
行
程
で
す
。
訪
れ
た
宮
崎

県
日
南
市
南
郷
町「
道
の
駅
な
ん
ご
う
」

で
は
、「
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
付
近
に
は
約

1000
本
の
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
が
綺
麗
な
青
紫

の
花
を
つ
け
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

は
圧
倒
的
な
花
数
で
咲
く
姿
に
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。

■
飫
肥
（
お
び
）
城
址
見
学

　

飫
肥
は
天
正
16
年
（
1588
）
か
ら
明
治

初
期
ま
で
280
年
間
、
飫
肥
藩
・
伊
東
氏

5
万
1
千
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
ま

し
た
。
武
家
屋
敷
を
象
徴
す
る
門
構
え
、

風
情
あ
る
石
垣
が
残
る
町
並
み
は
昭
和

52
年
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
53
年
に
復
元
さ
れ
た
大
手
門
を

中
心
に
、
松
尾
の
丸
や
藩
校
振
徳
堂
、

伊
東
家
の
歴
史
を
綴
る
貴
重
な
資
料
が

展
示
さ
れ
て
い
る
飫
肥
城
歴
史
資
料
館

で
飫
肥
藩
280
年
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
江
戸
時
代
を
彷
彿
さ
せ
る
町
並

み
は
、
樽
を
店
頭
に
置
い
た
商
家
や
、

格
子
に
壁
燈
籠
、
番
傘
を
飾
っ
た
商
家

が
軒
を
連
ね
、
町
を
流
れ
る
堀
割
の
清

流
な
ど
、
風
情
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
城
下
町
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
昼
食
を
済
ま
せ
帰
路
に
つ

き
、
無
事
須
恵
に
帰
着
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
は
長
丁
場
で
し
た

が
、
極
め
て
価
値
の
あ
る
研
修
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

背後の太平洋上の遥か15000kmの

彼方にイースター島があります

道の駅南郷のジャカランダは満

開、マンゴージュースも美味でした

樹齢100年の飫肥杉を使用して

復元された飫肥城大手門
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～
資
源
回
収
は
交
流
の
場
～

西
原
若
草
会
Ｂ
会
長

平
島　

誠
一

　

西
原
若
草
会
Ｂ
を
紹
介
し
ま
す
。

年
間
の
活
動
は
、
西
原
若
草
会
Ａ
と
合

同
で
行
う
毎
月
開
催
の
幹
事
会
、
月
例

会
、
親
睦
旅
行
（
日
帰
り
）、
若
杉
ク

ラ
ブ
や
地
域
の
行
事
の
参
加
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
会
員
は
19
名
で
す
。

　

活
動
の
中
で
、
資
源
回
収
は
西
原
若

草
会
Ａ
と
西
原
若
草
会
Ｂ（
以
下
本
会
）

が
そ
れ
ぞ
れ
で
行
い
、
本
会
は
年
間
3

回
行
い
ま
す
。
因
み
に
西
原
若
草
会
Ａ

は
5
回
で
す
。

　

本
会
は
、
旧
飛
越
集
会
所
横
に
保
管

庫
が
設
置
さ
れ
、
近
所
の
人
が
年
中
い

つ
で
も
持
っ
て
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
保
管
庫
ま
で
持
っ
て
来
ら

れ
な
い
人
達
に
は
、資
源
回
収
日
を「
若

草
会
活
動
予
定
」
で
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
で
自
宅
前
に
出
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

回
収
日
当
日
は
、
早
朝
8
時
か
ら
本

会
役
員
さ
ん
達
が
車
で
集
め
て
回
り
ま

す
。
集
め
た
ア
ル
ミ
缶
や
ダ
ン
ボ
ー
ル

等
は
資
源
回
収
に
参
加
し
た
会
員
さ
ん

達
に
よ
っ
て
分
別
さ
れ
、
回
収
業
者
の

ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま
す
。
10
時
前

に
は
作
業
終
了
で
す
。

　

本
会
の
資
源
回
収
に
は
役
員
さ
ん
を

は
じ
め
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
て
く
れ
ま
す
が
、
恰
好
の
会
員
の
交

流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

～
パ
ソ
コ
ン
を
通
し
て
シ
ニ
ア

の
生
活
を
豊
か
に
し
よ
う
～

若
杉
ク
ラ
ブ
パ
ソ
コ
ン
教
室

講
師　

佐
伯　

隆
也

　

若
杉
ク
ラ
ブ
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機

器
を
学
び
た
い
シ
ニ
ア
の
た
め
の
サ
ー

ク
ル
で
す
。
一
般
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に

通
う
よ
り
も
気
軽
に
参
加
で
き
、
仲
間

と
一
緒
に
楽
し
く
学
べ
ま
す
。
シ
ニ
ア

が
シ
ニ
ア
に
教
え
あ
う
こ
と
で
、
互
い

の
理
解
を
深
め
、
生
き
が
い
や
交
流
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

若
杉
ク
ラ
ブ
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
以
下

本
教
室
）
で
は
、
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル

な
ど
の
基
本
的
な
ソ
フ
ト
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
、
写
真
や
動

画
、
年
賀
状
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の

応
用
的
な
内
容
ま
で
幅
広
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
本
教
室
は
、
月
に
二
回

程
度
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
例
会
で

は
、
講
師
や
補
助
の
指
導
の
も
と
、
テ

キ
ス
ト
や
映
像
教
材
を
使
っ
て
学
習
し

た
り
、
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を

操
作
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
自
分
の
興

味
や
悩
み
に
合
わ
せ
て
、
個
別
に
相
談

し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
り

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
作
品
展
出
展
の
イ

ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
以
外
の
話
題
を
交
え
て
、
仲
間

と
親
し
く
交
流
し
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
、
ス

マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

機
器
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
マ

ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
パ
ソ
コ
ン
よ
り

も
持
ち
運
び
や
す
く
、
操
作
も
簡
単
で

す
。　
　
　
　
　
　
　

（
次
頁
に
続
く
）

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
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Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
メ
ー
ル
で
家
族
や
友
人

と
連
絡
を
取
っ
た
り
、
写
真
や
動
画
を

撮
影
し
た
り
共
有
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
情
報
を
検
索
し
た
り
、
乗
物

な
ど
の
予
約
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
基

本
的
な
使
い
方
か
ら
、
便
利
な
ア
プ
リ

の
紹
介
や
設
定
方
法
ま
で
、
丁
寧
に
講

習
し
ま
す
。
本
教
室
は
一
般
の
パ
ソ
コ

ン
教
室
と
違
っ
て
会
員
同
士
が
支
え

あ
っ
て
学
ぶ
場
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
る
だ
け
で
な

く
、
他
人
の
ペ
ー
ス
に
も
配
慮
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
知

識
や
経
験
を
他
人
に
伝
え
る
こ
と
で
、

自
信
や
達
成
感
も
得
ら
れ
ま
す
。
本
教

室
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
通
し
て
、
シ
ニ
ア

の
人
生
を
豊
か
に
す
る
サ
ー
ク
ル
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
写
真
は
若
杉
ク
ラ
ブ
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
受
講
ス
ナ
ッ
プ
で
す
）

須
恵
福
寿
会　

井
上　

韶
男

　

福
寿
会
の
活
動
は
、
毎
月
10
日
は
、

須
恵
寶
満
宮
の
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
若
葉
が
で
る
4
月
は
、
古
い
葉
が

落
ち
て
広
い
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
2
枚
の
上

に
山
が
で
き
る
ほ
ど
で
、
時
間
も
か
か

る
し
、
な
か
な
か
終
わ
り
ま
せ
ん
。
み

ん
な
で
協
力
し
て
、
一
生
懸
命
に
ガ
ン

バ
ッ
テ
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
掃

除
が
終
わ
っ
た
ら
定
例
会
を
し
て
い
ま

す
。
福
寿
会
、
若
杉
ク
ラ
ブ
の
予
定
を

報
告
し
、
質
問
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

毎
月
1
回
「
室
内
ペ
タ
ン
ク
」
を
須

恵
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
古
く

な
っ
た
公
民
館
の
床
は
、
平
ら
に
見
え

て
も
い
ろ
い
ろ
な
所
が
で
こ
ぼ
こ
で

す
。
投
げ
た
、
ボ
ー
ル
が
何
処
に
転
が

る
か
わ
か
ら
ず
、
残
念
が
っ
た
り
大
喜

び
し
た
り
、
大
騒
ぎ
し
な
が
ら
み
ん
な

で
楽
し
ん
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
寿
会
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
部
、
コ
ー
ラ
ス
部
、
和
太
鼓
部

が
あ
り
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部

は
週
2
回
、
須
恵
寶
満
宮
で
大
木
の

根
っ
こ
や
石
の
あ
る
コ
ー
ス
で
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
夏
場
の
暑
い
時

は
木
々
の
枝
葉
の
お
か
げ
で
と
て
も
涼

し
い
そ
う
で
す
。さ
て
、5
月
22
日（
月
）

に
行
わ
れ
た
郡
シ
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
若
杉
ク
ラ
ブ
予
選
会
で
は
、
福

寿
会
か
ら
2
名
の
会
員
が
15
位
内
に
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。
須
恵
寶
満
宮
コ
ー
ス

で
鍛
え
ら
れ
た
せ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

（
感
謝
）。

　

コ
ー
ラ
ス
部
は
月
2
回
、
和
太
鼓
は

週
1
回
、
須
恵
区
公
民
館
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
大
き
い
声
で
歌
っ
た

り
、
思
い
き
り
太
鼓
を
た
た
い
た
り
、

チ
ー
ム
、
メ
ン
バ
ー
で
合
わ
せ
た
り
協

力
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
で
は
、
音
符
を
見
た

り
す
る
こ
と
か
ら
高
齢
者
に
と
っ
て
は

脳
が
活
性
化
し
、
頭
の
体
操
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
須
恵
区
福
祉
会
「
ミ
ニ
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
・
紫
の
会
」
が
、
年
5
回
と

12
月
に
は「
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
大
会
」

（
次
頁
に
続
く
）

多
様
な
活
動
に
取
り
組
む

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

福岡県粕屋郡宇美町神武原

6丁目2番7号
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を
行
い
ま
す
。
福
寿
会
の
多
く
の
皆
さ

ん
さ
ん
が
参
加
し
て
お
り
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
令
和
5
年

6
月
に
例
会
を
、
11
月
に
は
日
帰
り
旅

行
、
令
和
6
年
1
月
に
新
年
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
と
協

力
を
し
て「
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
つ
お
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

松
尾　

昌
俊

　

二
〇
二
一
年
五
月
一
三
日
に
須
恵
町

に
開
院
致
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
混

乱
し
て
い
る
中
で
の
開
院
だ
っ
た
為
、

内
覧
会
も
中
止
し
皆
様
に
当
院
を
知
っ

て
頂
く
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
す
が
、
開
院
当
初
か
ら

多
く
の
患
者
様
に
ご
来
院
頂
い
て
お
り

ま
す
。
今
回
は
当
院
の
特
色
を
紹
介
致

し
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
循
環
器
疾
患
の
診
療

に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
心
筋
梗
塞
や

狭
心
症
、
不
整
脈
、
心
不
全
な
ど
の
専

門
的
な
分
野
を
中
心
に
様
々
な
治
療
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
幅
広
い
医
療
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
、
院
内
の
検
査
機
器
も
多
く

揃
え
て
お
り
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
血

液
解
析
装
置
、
心
電
図
検
査
、
エ
コ
ー

検
査
、
呼
吸
器
疾
患
の
方
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
呼
吸
機
能
検
査
、
喘
息
の

検
査
な
ど
の
機
器
も
揃
え
て
お
り
ま

す
。
健
康
上
の
お
悩
み
が
あ
れ
ば
一
度

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
院
に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
一
名

の
理
学
療
法
士
が
在
籍
し
て
お
り
ま

す
。
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
指
導
士
、
呼
吸
療
法
認
定
士
、

心
不
療
養
指
導
士
な
ど
の
資
格
を
保
有

し
て
お
り
ま
す
。
総
合
病
院
で
の
経
験

を
活
か
し
患
者
様
の
状
態
に
合
わ
せ
て

最
適
な
治
療
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

開
院
以
来
、
地
域
の
方
や
患
者
様
か

ら
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
頂
き
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
に
根
付
い
た

質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

ス
タ
ッ
フ
と
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
患
者
様
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

「
ま
つ
お
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
様
は
、

令
和
5
年
度
か
ら
「
老
倶
た
よ
り
」
に

広
告
を
掲
載
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　

（
広
報
部
会
注
釈
）

医
療
施
設
等
紹
介 室内ペタンクを楽しむ須恵福寿会

の皆さん

松尾院長

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ● ★

● ● ● ●

診療時間

9：00～12：30

14：00～18：00

☎　４１０－２２２０

お問い合わせは診療時間内にお願い致します

★…9：00～13：00まで ※受付終了は30分前です

日曜日・祝日休診日
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乙
植
木
楽
し
み
会

稲
永　

美
智
子
さ
ん　

88
歳

「
八
十
八
年
の
歩
み
」

　

私
は
昭
和
十
年
十
一
月
三
日
、
志
免

町
別
府
で
生
ま
れ
、
六
人
兄
妹
で
育
ち

ま
し
た
。
父
は
軍
人
で
満
州
に
出
征
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
母
と
二
人
の
兄
、

私
の
四
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
二
年
生
の
時
に
戦
争
が
始
ま

り
、
空
襲
警
報
に
お
び
え
な
が
ら
防
空

壕
へ
避
難
す
る
日
々
で
し
た
。
母
と
長

男
は
農
作
業
、
私
は
家
事
手
伝
い
を
し

な
が
ら
助
け
あ
っ
て
生
活
し
ま
し
た
。

　

終
戦
と
な
り
、
し
ば
ら
く
し
て
父
が

復
員
し
、
や
っ
と
普
通
の
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
家
族
も
増
え
八
人
家

族
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
博
多
大
丸
に
勤
め
て

い
ま
し
た
。
昭
和
三
十
四
年
、
二
十
四

才
の
時
須
恵
町
本
合
に
嫁
い
で
き
ま
し

た
。
翌
年
長
男
が
生
ま
れ
、
子
育
て
を

し
な
が
ら
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
女
が
生
ま
れ
た
の
で
、

十
五
年
間
働
い
て
い
た
大
丸
を
退
職
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
家
事
、

育
児
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
が
、
知
人

の
紹
介
で
須
恵
町
平
原
の
「
リ
ッ
ク

ス
」（
山
田
興
産
）
で
働
い
て
い
ま
し

た
。

　

主
人
は
中
学
校
の
教
員
を
し
て
お

り
、
土
日
も
な
く
部
活
動
や
生
徒
指
導

を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
両
親
の
全
面

的
な
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
仕
事
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
両
親

も
年
を
重
ね
介
護
が
必
要
な
状
況
と

な
り
、
十
六
年
勤
め
た
リ
ッ
ク
ス
を
、

五
十
一
才
の
時
退
職
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
介
護
に
追
わ
れ
る
毎

日
で
し
た
が
父
は
七
十
八
才
で
他
界

し
、
母
は
七
年
間
の
病
院
生
活
を
送
り

九
十
八
才
で
他
界
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
と
両
親
の
介
護
を
終
え
て
少

し
時
間
の
余
裕
が
で
き
た
の
で
、
手
芸

教
室
や
紙
粘
土
に
よ
る
人
形
作
り
、
生

花
、
わ
く
わ
く
デ
ィ
サ
ロ
ン
等
に
参
加

し
て
多
く
の
友
人
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
結
婚
し
て
六
十
四
年
に
な
り

ま
す
。
山
あ
り
谷
あ
り
で
、
色
々
苦
労

も
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
主
人
も
九
十
二

才
を
迎
え
、」
あ
ま
り
身
体
の
自
由
が

利
か
な
く
な
り
、
同
期
の
方
々
も
逝
去

さ
れ
一
人
に
な
っ
た
と
淋
し
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
主
人
を
支
え
、
孫

五
人
、
ひ
孫
二
人
の
成
長
を
楽
し
み
に

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
支
え
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
家
族
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

心
穏
や
か
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

3
年
に
わ
た
り
猛
威
を
振
い
私
た
ち

の
生
活
と
健
康
を
脅
か
し
続
け
て
き
た

新
型
コ
ロ
ナ
も
、
5
月
8
日
を
も
つ
て

感
染
症
法
の
分
類
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
じ
「
5
類
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
日
本
各
地
は
コ
ロ
ナ

前
の
活
気
に
戻
っ
て
き
た
よ
う
な
感
じ

（
次
頁
に
続
く
）

編　

集　

後　

記

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

城　

山　

野　

間　

孝　

思　

様　

87
歳

令
和
5
年
4
月
11
日

恵　

西　

桑　

原　

靖　

男　

様　

79
歳

令
和
5
年
4
月
16
日

乙
植
木　

秋　

竹　

絹　

江　

様　

95
歳

令
和
5
年
4
月
25
日

西　

原　

立　

石　

敏　

治　

様　

82
歳

令
和
5
年
5
月
24
日

旅　

石　

三　

角　

正　

次　

様　

90
歳

令
和
5
年
6
月
3
日

会　

員　

訃　

報
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受付を担当する若杉クラブ

女性部の皆さん

柴田健康推部会員の指導で行う

開会式のラジオ体操

加久藤トンネルを抜けて

霧島連山の絶景を望む

講演中の平松町長

後ろは横断幕と懸垂幕

最高齢出場者（93才）

米岡節子さんのショット

七つの願いが叶うモアイ像に

タッチしての記念写真

会場のアザレアホール

須恵大ホール客席の様子

健康広場の特設ホールで

元気にプレーする出場者

日本近代外交の基礎を築いた飫肥

出身の小村寿太郎の記念館

が
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
創
立
60
周
年
を
迎

え
た
若
杉
ク
ラ
ブ
（
以
下
本
会
）
は
「
の

ば
そ
う
！
健
康
寿
命
を
、
担
お
う
！
地

域
づ
く
り
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
「
健

康
づ
く
り
」や「
生
き
が
い
づ
く
り
」「
支

え
合
い
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」
な

ど
多
彩
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
を
と
お

し
「
地
域
共
生
社
会
（
住
民
が
支
え
合

い
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
）」

の
実
現
に
向
け
て
「
と
も
に
楽
し
み
、

支
え
合
い
、
喜
び
を
分
か
ち
合
う
仲
間

が
い
る
場
所
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
本
会
の
今
後
の
発
展
の
た
め
、

会
員
増
強
を
図
る
と
と
も
に
、
本
会
や

単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
は
積
極
的
に
参

加
し
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　

（
藤
）

広
報
紙　

老
倶
た
よ
り　

第
二
百
八
十
六
号

発
行
日　

令
和
五
年
七
月
四
日

発
行
所　

須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

須
恵
町
上
須
恵
一
一
六
七
―
三

　
　
　
　

須
恵
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

℡
○
九
二
（
九
三
三
）
二
一
六
○

発
行
人　

合
屋　

浩
寿

編　

集　

広
報
部　

印
刷
所　

大
道
印
刷

　7月号では下記のスナップを掲載し活動を振り返ります。参加した人たちはあらためて

思いを巡らせていただければと思います。

若杉クラブ高齢者学級開講式＆第１回高齢者学級　令和 5 年 5 月 17 日（水）

郡シ連グラウンドゴルフ大会若杉クラブ予選会 令和 5 年 5 月 22 日（月）

若杉クラブ新旧役員旅行 令和 5 年 5 月 25 日（木）～ 26 日（金）

スナップでみる活動のあれこれ


